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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 スギ人工林資源の充実に伴い、供給量の増加が見込まれる中目材の需要拡大を目的として、福島県

産スギ平角材の実大曲げ強度試験を実施し、曲げ強さ、曲げヤング係数等の強度性能を把握した。こ

の試験結果を基に、木造軸組構法住宅の横架材に本県産スギ材を利用した場合、荷重条件やスパンに

応じて必要となる部材の断面寸法を示したスパン表を作成した。対象部材は、床小ばり、床大ばり（屋根

荷重非支持）、胴差、軒桁、小屋ばりである。  

２ 期待される効果

(1)

県産スギ平角材の強度性能が明確となり、横架材として使うための目安が示されたことで、木造

住宅の木材使用量の多くを占める構造材への利用が促進され、県産スギ材の需要拡大が見込

まれる。

(2)

従来、部材の断面寸法は個々の設計者、施工者の経験により決定することが多かったが、構造

計算に基づく断面決定をすることで、住宅に品質や性能を求める消費者等の要求に応えること

が出来る。

(3)

荷重条件やスパンに応じた部材の断面寸法が明確に示されたことにより、部材の標準化や歩留

りの向上に寄与する。

３ 適用範囲

 木造住宅の設計や建築に携わる建築士、建設設計事務所および地域の大工・工務店、製材業者

等

４ 普及上の留意点

 本スパン表は、一般的な荷重条件をもとに作成したものであるため、通常の木造住宅にはない特殊

な条件下では、本スパン表を適用することはできない。 

 なお、３月末に県産スギ材のスパン表（ver1）として小冊子を発行する予定。

(1)

Ⅱ 具体的データ等

表１  実大材曲げ強度試験の結果（n=145）

図１ スパン表の一例（床の小ばり）
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